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こんにちは、給食室です。穏やかな気候はもう
すぐすれば終わりですね。暑くてジメジメした日
は目と鼻の先です

給給 食食 室室

部署紹介（デイケア・給食室）部署紹介（デイケア・給食室）

は目と鼻の先です。
ところで皆様は食べきれなくて残ったおかずや

ご飯はどうしていますか？捨ててしまいますか？
それとも保存して次の食事のときに食べてしまい
ますか？捨ててしまうのはもったいないですよね。
美味しいものなら尚更です。

しかし気温がどんどん高くなってきている今、
食中毒が気になるところ。多くの食中毒菌は25℃
以上の温度で発育が盛んになります また 30～

城西病院デイケアほっとリビングは、外来通
院中の患者様の日常生活を支えるための通所施
設です 現在 月曜日 金曜日まで毎日２０

デイケアデイケア「ほっとリビング」「ほっとリビング」

以上の温度で発育が盛んになります。また、30
40℃で最も発育が盛んになります。残念ながら、
私達は30℃以上になると暑くてバテてしまいます
よね。そんなバテた体に食中毒菌から攻撃を受け
るとひとたまりもありません。

給食室では、衛生面はもちろん、喫食までの提
供時間を考えて料理を作っています。
決して寒くはない今、料理を早く作りすぎると、
喫食までの時間が延びて、せっかくの美味しい料

設です。現在、月曜日～金曜日まで毎日２０～
３０名前後のメンバー様が利用されており、作
業療法士、看護師、臨床心理士、精神保健福祉
士などの専門職が、患者様一人ひとりに合わせ
た支援を行っています。

集中力や持続力をやしなう「書道」や「手
芸」、チームワークや達成感をはぐくむ音楽活
動やスポーツ、季節の行事や外出の楽しみを体
感する「１日お出かけ」や「誕生会」など メ 喫食までの時間が延びて、せっかくの美味しい料

理が傷んでしまいますし、食中毒が起きる原因に
もなります。

徹底した衛生チェックに加え、調理、盛り付け、
配膳までの計算された品質管理があるからこそ、
美味しくて安全な食事が患者様に届けられます。
皆様もこれからの時期、食中毒に気をつけてくだ
さいね。

感する「１日お出かけ」や「誕生会」など、メ
ンバー様の希望を取り入れながら多様なプログ
ラムを実施しています。仲間やスタッフと共に
時間をすごし、様々な活動に取り組むことで、
活動意欲やコミュニケーション力など疾患に
よって阻害されがちな能力の回復を目指します。

これからも、利用者の皆様にとって「ほっ
と」できる場所であれるよう、心がけてまいり
ますます。

当院では、スタッフの研修や学会出張を積極的に奨励していま
す。そして、臨床の実践から得られたことや各個人が学んできたこ
とを スタッフ同士で分かち合い 日々の実践にも繋げるよう取り

研修報告研修報告

月 テーマ 月 テーマ

4月 徳島ｱﾙｺｰﾙ関連問題研究会 10 34回ｱﾙｺｰﾙ、薬物関連研究会

作業療法現職者研修会

5月 実習生の説明会(穴吹カレッジ） 日本精神科医学会学術大会（薬剤師：大浦）

年間研修実施表（H24年度）
学会・研修会・講習会

とを、スタッフ同士で分かち合い、日々の実践にも繋げるよう取り
組んでいます。
昨年度（平成24年度）は、左表にあるように、様々な研修会へ参

加し、部署内や院内でも分散研修・院内研修等を行いました。

また、院内でも毎月、医療安全・行動制限・メンタルヘルス等に関
する研修も実施しています。年度末には、各部署が、1年を通した

研修報告分化会を実施しました。参加スタッフのアンケートから、
「現在の業務を振り返り、参考になることが多かった。」等、自らの
成長に繋がる意見が多かったです。

5月 実習生の説明会(穴吹カレッジ） 日本精神科医学会学術大会（薬剤師：大浦）

いのちに寄り添う（市民公開講座）

6月 日精看第１回総会 日精看　第4回　　看護師に出来る認知療法

介護セミナー 精神病院協会（ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症）

エビリファイの学術講演会 集団給食施設協議会総会

これからの精神科医療に取り組む精神病院 ｱｳﾄリーチを体験しよう

7月 アウトリーチ事業の実際と救急病院における有効性 包括ケア（看護会館）

こころの日 11 結核、新型インフルエンザ研修会

京都、ACT－K 精神疾患におけるｺﾝｺｰﾝﾀﾞﾝｽについて学ぶ

学術：双極性障害の薬物療法 Act全国研修会

治験について 暴力行為への医療関係の取り組み

双極性感情障害について 精神科医療の今後

8月 現代人のメンタルヘルス 12 ﾜｰｸﾗｲﾌバランス

第2回日精看　看護研修会 接遇ｾﾐﾅｰ

市民公開講座「ギャンブル問題」 第4回中四国ｱﾙｺｰﾙ、薬物関連研究会 成長に繋がる意見が多かったです。

社会人になると仕事が忙しくなったり、家事・育児など、自分の時
間が減り、それと共に、仕事に関する勉強時間も減っていきます
が、是非、研修を積極的に受けて見ることをお勧めします。研修で
は、仕事のスキルアップはもちろん、同じ志を持つ人など、様々な
人との出会いで、自身のモチベーションアップにもつながります。
研修によって得られたモチベーションとスキルによって成果を得ら
れると思います。

今年度も様々な研修会へ参加し、自己研鑽し、個々から院内へ

若人のメンタルヘルス 高次機能障害の研修

標準型心理教育研修会ｉｎ高知 精神医療と認知症

糖尿病と網膜症 思春期の自殺防止

コミュニケーション能力強化セミナー ｱﾙｺｰﾙ関連問題従事者研修会

標準版看護心理教育研修会In高地 1 日本認知行動カウンセリング（入門）

社会福祉専門職団体行動研修会

9月 第30回中国、四国アルコール学会　広島） 徳島県糖尿病療養指導士研修会

救命講習会（心肺蘇生） 新入社員ﾌｫﾛｰアップセミナー

就業支援基礎研修（3回シリーズ） 上級コーススクーリング（小阪病院見学

福祉カウンセリング実践講座 AWA　　DM（自己管理ってなんだろう）

美しく見せる色彩と盛り付け 家族心理教育研修会

看護実務を実施している教師の報告 専門職セミナー（緊急時の対応）

日本アルコール学会関連発表（札幌） 集団給食施設協議会（栄養士会）

ACT-K見学 2 認知症ってどんな病気？

医療事故 紛争対応研究会近畿ｾﾐﾅ 糖尿病指導士研修会 今年度も様々な研修会 参加し、自己研鑽し、個々から院内
繋げ、ロマンを実践していきたいと思います。

医療事故、紛争対応研究会近畿ｾﾐﾅｰ 糖尿病指導士研修会

パキシルＣＲ錠発売記念講演会 看護部会議、学術講演（地域における精神医療

自殺予防講演会「自殺ゼロを目指して」 日精看　　第6回「退院調整について」

ネットゲーム使用者の心身健康状態と依存回復 司法精神保健福祉研修会

相談支援従事者研修（初任者研修Ⅱ） ACT-K

Ｈ24年度徳島経営者協会 入院基本料の施設基準の説明会

ｱｳﾄﾘｰﾁ推進事業 サービス管理責任者

相談支援従事者研修（初任者研修Ⅱ） 心理教育、家族教室ネットワーク

糖尿病療養指導士研修会（24年度） 第16回研究集会　　　岡山県

災害時の看護 3 心のリフレッシュ術

認知症ってどんな病気 市民講座

作業療法全国研修会 雇用の質

T０PIC精神科救急、アウトリーチ



Dr紹介

病棟看護師

森 初江
病棟看護師

島本 涼子
病棟看護師

青木 美沙
病棟看護師

高田 恵美

平成平成２５２５年４月採用新人職員紹介年４月採用新人職員紹介

病棟勤務は10
年ぶりです。ま
た一から頑張り
ます。趣味は食
べることです。

精神科勤務はは
じめてです。
時々ランニング
をしおります。

精神科勤務は初
めてですが頑張
ります。趣味は
韓国ドラマを見
ることです。

趣味は音楽鑑賞、
ドライブ、友人
とランチに行く
ことです。

平成25年4月より着任いたしま
した伊敷一馬と申します。

大阪で生まれ育ち、愛知県・
東京都・埼玉県などで医師とし
て勤務してきました。

趣味は読書など室内でやるこ
とばかりでしたが アウトドア

デイケア PSW
山越 尚子

アウトリーチ ＰＳＷ

伊藤 由香里
給食室管理栄養士

中野 雅美
総務部

前野 久高

とばかりでしたが、アウトドア
の遊びも開拓したいです。

基本に忠実で安全な医療を行
いたいと考えています。

一日も早く皆様のお役に立て
るよう努めますのでご指導の程
宜しくお願いいたします。

カフェ巡りや音
楽鑑賞が趣味で
す。几帳面で前
向きなところを
活かしたいです。

趣味は映画鑑賞
です。
最近は寝る前に
ドラえもんを見
るのが楽しいで
す。

趣味は図画工作
です。明るく元
気に若さを活か
して頑張ります。

困ったことがあ
れば呼んでくだ
さいね。
特技は写真撮影
です。

入院患者様アート展入院患者様アート展



月 火 水 木 金 土

9:00

12:00

1診 小谷名誉院長 勝瀬医師 井上院長 小谷副院長 井上診療部長 井上院長

2診 井上診療部長 小谷副院長
高野医師
(内科) 勝瀬医師 井上院長 勝瀬医師

初診 井上院長 夏堀医師 小谷副院長 伊敷医師 小谷名誉院長 井上診療部長

城西病院 診療スケジュール

12:00 初診 井上院長 夏堀医師 小谷副院長 伊敷医師 小谷名誉院長 井上診療部長

13:00

16:30

入院
希望者

夏堀医師 井上院長
小谷副院長
枝川医師

井上診療部長 伊敷医師

もの忘れ外来 植村医師

月 火 水 木 金 土

9:00
ｵﾚﾝｼﾞ 植村院長 植村院長 植村院長 植村院長 植村院長

ｲｴﾛｰ

城西ビオスクリニック 診療スケジュール

12:00
ｵﾚﾝｼﾞ 植村院長 植村院長 植村院長

14:00

18:00
ｲｴﾛｰ 井上和医師 井上秀医師 小谷医師

城西ビオスクリニック ℡ 088‐611‐1160 城西病院 ℡ 088‐631‐0181
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